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日本工業規格 JIS 

K 5950-1979 

精製 漆 
Refined Rhus Lacquer 

1. 適用 S 囲 この 規格 は， 精製 漆 及び その 試験 方法に ついて 規定す る。 

引用 規格 ： 

JISK1409 化繊 用 二 酸化 チタン 

JISK8101 エチルアルコール （99.5) エタノール （99.5) (試薬） 
JISK8987 硫酸 ナトリウム （無水） （試薬） 
JISR3503 化学分析 用 ガラス 器具 

2. 用 謡の 意味 

2.1 精製 漆 原料 漆 液 を 用途に 応じて 適当に 処理 加工した もの。 

(1) 生 漆 本 品 は， 原料 漆 液から 異物 を こし 除いた もので， 1 級 は 最も 良質の 原料 漆 を 用い， 主として 美 
術 漆 工芸 並びに 高級 漆器の 下地 及びろ いろ 塗み がきの すり 塗な どに 用いられ， 2 級 以下 は 下地 ，ふき 
漆 ♦ 木材の 防水 防腐 ♦ 金属の 防せ い， 染色 型紙な どに 用いる。 

(2) なし じ 漆 本 品 は， 原料 漆のう ち 最も 良質の もの を 用い， 透明度 を 高め 黄色 をお びさせる ため， 雌 黄 
又は その他の 色材を 適当に 加え， なやし とくろ め を 行って 仕上げ， 主としてな しじ 塗 （金， 銀， すず 
粉な どの 上に 塗る） 又は 木目 を 表す 研摩 塗に も 用いる。 

(3) 透ろ いろ 漆 本 品 は， 透明な 良好の 原料 を 用い， 主として 各種 顔料 * 染料 を 混入して 彩 漆 又は 木目 を 
表す 研摩 塗に 用いる。 

(4) 透つ や 漆 本 品 は， 透明度の 良好な 原料 漆 を 用い， 必要な 補助 剤 を 適当に 加えた もので， 透明の 仕上 
塗 （研摩し ない もの） 及び 各種 彩 漆に 用いる。 

(5) 透 はく 下 漆 本 品 は， 主として 金， 銀， すず はくな ど を はりつける 下 塗に 用いる。 

(6) 透 中塗 漆 本 品 は， 主として 透明 塗の 中塗に 用いる。 

(7) 透つ や 消 漆 本 品 は， 透明の つや 消 塗に 用いる。 

(8) 黒ろ いろ 漆 本 品 は， 良質の 原料 漆 を 用い， 黒色 研摩 仕上 塗に 用いる。 

(9) 黒つ や 漆 本 品 は， 黒色の 上塗に 用いる。 

(10) 黒 はく 下 漆 本 品 は， 主として 金， 銀， すず はく を はりつける 下 塗に 用いる。 

(11) 黒 中塗 漆 本 品 は， 主として 中塗に 用いる。 

(12) 黑 つや 消 漆 本 品 は， 黒色の つや 消の 上塗に 用いる もので， 比較的つ やの ない 原料 を 用いる。 

2.2 原料 溱液 原料 漆 液と は， 漆 科 植物の 樹幹から 採集した ままの 漆 液 をい う （この 漆 液 は 空気 中に 放 

置す ると 乾燥 皮膜 を 形成 し， その 主成分 は 2 個の 水酸基 を 有する 多価 フエ ノールで ある）。 

2.3 なやし なやし と は， 精製 漆の 乾燥 皮膜に 光沢 又は 肉 のりを 与える ため， 力、 き 混ぜて 練る 操作 をい 

う。 
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2.4 くろめく ろめ と は， 原料 漆 液 を かき 混ぜながら その 表面に 放射 熱 を 与えて 水分 を 除去す る ことで， 
精製 漆の 種類に より， 必要な 補助 剤 を 加える ことがある。 



3. 種類 

(1) 生 漆 



(2) 透 漆 



(3) 黒漆 



精製 漆の 種類 は， 

生 漆 1 級 

生 漆 2 級 

生 漆 3 級 

生 漆 4 級 
なし じ 漆 
なし じ 漆 
透ろ いろ 漆 
透ろ いろ 漆 
透つ や 漆 
透つ や 漆 
透つ や 漆 
透つ や 漆 
透 はく 下 漆 
透 はく 下 漆 
透 中塗 漆 
透 中塗 漆 
透つ や 消 漆 
透つ や 消 漆 
黒ろ いろ 漆 
黒ろ いろ 漆 
黒つ や 漆 
黒つ や 漆 
黒つ や 漆 
黒つ や 漆 
黒 はく 下 漆 
黒 はく 下 漆 
黒 中塗 漆 
黒 中塗 漆 
黒つ や 消 漆 
黒つ や 消 漆 



次のと おり とする。 



1 級 
2 級 
1 級 
2 級 
1 級 
2 級 
3 級 
4 級 
1 級 
2 級 
1 級 
2 級 
1 級 
2 級 
1 級 
2 級 
1 級 
2 級 
3 級 
4 級 
1 級 
2 級 
1 級 
2 級 
1 級 
2 級 



4. 品質 

4.1 生 漆 生 漆 は， 原料 漆 液から 固形物 を 除いた もので， 表 1 の 規定に 合格し なければ ならない。 
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表 1 



\ 試験 項目 


乾燥 時間 


硬化 時間 


分析試験 




h 


h 


加熱 減量 


滴定量 


含 窒素 物 


ゴム 質 


種類 






% 


ml 


% 


% 


生 漆 1 級 


6 以内 


5 以内 


28 以下 


2>5 以上 


1.5—5.0 


7,0 以下 


生 漆 2 級 


8 以内 


7 以内 


30 以下 


2.4 以上 


1.5—5.0 


10.0 以下 


生 漆 3 級 


10 以内 


9 以内 


35 以下 


2 二 以上 


1.5〜5X) 


13.0 以下 


生 漆 4 級 


12 以内 


10 以内 


38 以下 


1.7 以上 


1.5—5.0 


18.0 以下 



4.2 透 漆 透 漆 は， 原料 漆 液に なやし 及び くろめの 操作 を 行った 後 固形物 を 除いた もので， 表 2 の 規定 
に 合格し なければ ならない。 

表 2 



\\ 試験 項目 


塗 膜 試験 


透明度 試験 


乾燥 時間 


みがき 試験 


分 thfg^ 験 


種類 






h 




カロ 熱 減量 
% 


滴定量 
ml 


なし じ 漆 1 級 


合格 


合格 


18 以内 


合格 


3〜6 


3.0 以上 


なし じ 漆 2 級 


合格 


合格 


18 以内 


合格 


3〜6 


2.7 以上 


透ろ いろ 漆 1 級 


合格 


合格 


10 以内 


合格 


3〜6 


3.2 以上 


透ろ いろ 漆 2 級 


合格 


合格 


10 以内 


合格 


3〜6 


2.9 以上 


透つ や 漆 1 級 


合格 


合格 


10 以内 




3〜6 


2.6 以上 


透つ や 漆 2 級 


合格 


合格 


10 以内 




3〜6 


2.4 以上 


透つ や 漆 3 級 


合格 


合格 


12 以内 




3〜6 


2.1 以上 


透つ や 漆 4 級 


合格 


合格 


12 以内 




3〜6 


1.9 以上 


透 はく 下 漆 1 級 


合格 


合格 


10 以内 




3〜6 


2.6 以上 


透 はく 下 漆 2 級 


合格 


合格 


10 以内 




3〜6 


2.4 以上 


透 中塗 漆 1 級 


合格 


合格 


8 以内 




3〜6 


2.4 以上 


透 中塗 漆 2 級 


合格 


合格 


8 以内 




3〜6 


2.2 以上 


透つ や 消 漆 1 級 


合格 


合格 


10 以内 




3〜6 


2.6 以上 


透つ や 消 漆 2 級 


合格 


合格 


10 以内 




3〜6 


2.4 以上 



4.3 黒漆 黒漆 は， 原料 漆 液に なやし 及び くろめの 操作 を 行い， 鉄粉 又は 水酸化 鉄で 着色した 後 固形物 
を 除いた もので， 表 3 の 規定に 合格し なければ ならない。 



4 

K 5950-1979 



表 3 



^\ ^mis 日 






お 


ム"? 1; まま!^ 


分析試験 


mm 

1^：^ 、 — 






1, 

n 




"frn 執 县 
ノ JU 鄉 M 里 

0/ 


涸疋里 
ml 


里ス し、 ス统 1 

JT^O レ 、り徐 I 救 


入; 




〗U Jb^K^J 


入: fe^ 




2 つに I 1- 


m ス L 、ス谈 9 ATA 




八 故 




八 故 


J VJ 


7 1； 1 h 
Zi.y ど 人 1 


里 つや 漆 1 ^ 


公 格 


合 構 


10 リ』 内 




3〜6 


2.6 以上 


黒つ や 漆 2 級 


合格 


合格 


10 以内 




3〜6 


2.4 以上 


黒つ や 漆 3 級 


合格 


合格 


12 以内 




3〜6 


2.1 以上 


黒つ や 漆 4 級 


合格 


合格 


12 以内 




3〜6 


1.9 以上 


黒 はく 下 漆 1 級 


合格 


合格 


10 以内 




3〜6 


2.6 以上 


黒 はく 下 漆 2 級 


合格 


合格 


10 以内 




3〜6 


2.4 以上 


黒 中塗 漆 1 級 


合格 


合格 


8 以内 




3〜6 


2.4 以上 


黒 中塗 漆 2 級 


合格 


合格 


8 以内 




3〜6 


2.2 以上 


黒つ や 消 漆 1 級 


合格 


合格 


10 以内 




3〜6 


2.6 以上 


黒つ や 消 漆 2 級 


合格 


合格 


10 以内 




3〜6 


2.4 以上 



5. 試料 採取 方法 試験 を 行う 精製 漆 100kg 又は その 端数 ごとに 容器 1 個 を 任意に 抜き取り， 各 容器の 中 
身 を 十分に 混合して から， その 中から 約 lOOg ずつ をと り， これ を 合わせて よく 混和し， その 50g を JISR 
3503 (化学分析 用 ガラス 器具） に 規定す る 広口 共 せんびん 60ml に 入れ， 密 せんして 試験 を 行う 場所に 送 
る。 

6. 試験 方法 

6.1 試験の 条件 乾燥 試験， 塗 膜 試験， 透明度 試験 及びみ がき 試験に 用いる 試験 片は， 温度 20 で， 湿度 
800/0 の 状態で 乾燥 させた ものと する。 硬化 試験に 用いる 試験 片は， 温度 20 で， 湿度 700/0 の 室内で 乾燥 させ 
たものと する。 

見本 品 は 当事者の 間で 選んだ もので， この 規格で 見本 品と 比べて 行う 試験 以外の 他の 試験に 合格した も 
のでなければ ならない。 

6-2 乾燥 時間 試料 を 清浄な ガラス 板 （165X60mm) に 漆 はけ ひ) で 1dm 2 について 約 0.6g の 割合で なる ベ 

く 均等の 厚さに 塗り， 6.1 に 規定した 条件で 塗 面 を 水平に 置き， この 規格に 規定した 乾燥 時間の 最長 限に 達 
したと き， 直ちに 指頭 を 塗 面に 触れて みて 粘着性 を 感じない とき は， 試料 は 規定 時間 内に 乾燥した ものと 
する。 

注 (1) 試験に 用いる 漆 はけ は， 人の 頭髪で 作られた もので， 幅 約 30mm の ものと する。 
6-3 硬化 時間 質量で 試料 3.1g に 対し， との 粉 04.6g を ガラス 板 上に とり， まずとの 粉に 水 2,3g を 加え, 

へらで 練り合わせた 後 これに 試料 を 混合し， 均等に 練り合わせる。 これ を 清 净な木 板 f) に 1dm 2 にっき 約 
3g の 割合で， なるべく 均等な 厚さに へらで 塗り， この 規格に 規定した 硬化 時間の 最長 限に 達した とき， 直 
ちに 塗 面 を 指の つめで 押して， 塗 面に 明らかな つめ 跡 を 生じない とき は， 試料 は 規定 時間 内に 硬化した も 
のとす る。 

注 ( 2 ) 試験に 使用す るとの 粉 は， やましな との 粉と する。 

(り 試験に 使用す る 木 板 は， ひのき 材 又は かつら 材 とし， 165X60X7mm の 大きさの ものと する。 
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6.4 塗 膜 試験 6.2 によって 得た 塗 膜と 同時に 調製した 見本 品の 塗 膜と を 比べて その 状態 を 検査し， 見本 
品に 比べて 光沢 及び 平ら さが 劣らず， 油のに じみ 出る 程度が 大きくな く， かつ 塗 膜に 小 あな を 生じない と 
き は 合格と する。 

6.5 透明度 試験 試料の 質量 1 に对 して JIS K 1409 (化繊 用 二 酸化 チタ ン） に 規定す る 二 酸化 チタ ンを 

質量 0.8 の 割合に 採取して 練り 合わす と 同時に 見本 品 を 同様の 割合で 練り合わせ， これ を 別々 に 漆 はけ (1) 
で 清浄な ガラス 板 （165x60mm) に 同じ 厚さに 塗り， 塗 面 を 下向きに して 水平に 置き， 6.1 の 条件で 24 時 
間 を 経てから 塗 面の 色 を 検査し， 見本 品に 比べて 白 さが 少なくな いとき は 合格と する。 
6.6 黒み 試験 黒漆で は 6.2 によって 得た 塗 膜と 同時に 調製した 見本 品の 塗 膜と を 比べて その 黒み を検 
査し， 見本 品に 比べて 黒み が 少なくな いとき は 合格と する。 

6.7 みがき 試験 試料 及び 見本 品 を 別々 に すりガラス 板に 漆 はけ (1) で 1 回 塗り 6，1 の 条件で 72 時間 放置 

した 後， 塗 面 をまず 水と する が 炭 ( 4 ) とでと ぎ， 次に 水と ろい ろ 炭 (S) とでと ぎ， 更にな たね 油と との 粉 {^) を 
のり 状に 練り 合わせた も の を 木綿 布 につけて 炭のと ぎ 跡の な くなる ま でみ がいた 後， 指頭に と の 粉 (^) を 付 
着させて 塗 面の 油気 を 除いてから， 面の 状態 を 検査す る。 見本 品に 比べて 光沢が 悪くな く， その他の 欠点 
がない もの を 合格と する。 

注 ( 4 ) する が 炭 は， あぶらぎ り （やまぎり 又は どくえ ともいう） から 作られた もので， 年輪 面 を 平ら 
にと いで 使用す る ものと する。 使用のと き はこの 面 を 塗 面に 当て， 直線 的 往復 運動 を 行わせる。 

ろい ろ 炭 は， え ごのき， さるすべり 又は やま つばきから 作られた もので， 年輪 面 を 平らに とい 
で 使用す る ものと する。 使用のと き はこの 面 を 塗 面に 当て， 円形 運動 を 行わせる。 

6.8 加熱 滅量 試料 Ig を 質量 既知の ビーカー 又は 結晶 ざら （25ml) にと り， かき 混ぜながら 水浴 上で 加 
熱し， あわが 全く 消失す るの を 待って 105〜110 でに 熱した 恒温器に 入れ， 30 分 間 加熱して からと り 出して 
デシ ケータ —中で 冷却 後 ひよ う 量して 減量 を 求め， 次の 式に よって 加熱 減量の 百分率 を 算出す る。 

加熱 減量 (％;r5|^xioo 

6.9 滴定量 

6.9.1 試料の 調製 （生 漆 ■ 透 漆） 6.8 によって 水分 を 除いた ものに 無水 アルコール ( 6 )20ml を 加え， よく 

かき 混ぜて 静 置し 不溶物 を 沈降させる。 上 澄 液 は 傾斜 法に よって 質量 既知の ろ 紙で ろ 過し， この 操作 を 繰 
り 返し， ろ 過した 液が 着色し ないよう になったら， 更にろ 紙 を 無水 アルコール ( 6 ) で 洗う。 ろ 過した 液と 洗 
液 を 合わせて 無水 アルコール ( 6 ) を 加えて 全容 量 を 100ml とし， 滴定量 試験の 試料と する。 ろ 紙の 上の 不溶 
物 は， このまま 含 窒素 物 及び ゴム 質の 定量に 用いる。 

6.9.2 試料の 調製 （黒漆） 6.8 によって 水分 を 除いた ものに エーテル 20ml を 加えて 溶解し， 濃 塩酸 を 滴 
加して 黒み を 消してから 静 置して 不溶物 を 沈降させる。 上 潜 液 は價斜 法に より， あらかじめ 少量の 水 を 入 
れた分 液 漏斗 中に ろ 紙で ろ 過して 入れ， ろ 過した 液が 着色し なくなる まで エーテルで 洗う。 エーテル 層 を 
水で 数回 洗つ かてから JISK 8987 〔硫酸 ナトリウム （無水） （試薬)〕 に 規定す る 硫酸 ナトリウム を 加えて 
脱水し， 三角 フラスコ 中に ろ 紙で ろ 過し， エーテル を留 出させ， エチルアルコール を 加えて 全容 量 を 100ml 
とする。 

6.9.3 試験 方法 以上の 方法に よって 得た 生 漆， 透 漆， 黒漆な どの アルコール 溶液から 20ml を ガラス 管 
( 7 ) にと り， 無水 アルコール ( 6 )10ml を 加え， N ノ 4 水酸化 バリウム 溶液 を， この 規格に 示す 滴定量の 最少 限 だ 
け 加えて， せん をして よく 振り， 管 を 直立 静 置して 液の 上層 l〜2mm が 透明と なった とき， 直ちに 透過 光 
線に よって その 色 を 観察し， 上 S 液が わずかに 紅色に なるとき は， 滴定量 は 規定の 数値に 達しない ものと 
する。 
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注 (6) 無水 アルコール は JISK 8101 〔ェ チルァ ノレ コール （99,5) エタノール （99.5) (試薬）〕 に 規定 
する エチルアルコール を 用いる。 
ガラス 管 は 内径 約 15mm， 高さ 約 400mm, 容量 約 60ml であって 共 せんの ものと する。 
6.10 含 S 素 tt 6.9 で 得た 無水 アルコール 不溶物 を 熱湯で 洗って から 105〜110 でで 恒 量になる まで 乾燥 
し， ろ 紙上の 残留 物の 量 を 求め， 次の 式に より 含 窒素 物の 百分率 を 算出す る。 

、― 残留 物 (g) 



含 窒素 物 (％) 二 



-xlOO 



6.8 の掇取 試料 (g) 

6.11 ゴム 質 6,10 で 得た 洗 液 を 蒸宪乾 固し， 105〜110°C で恒 量になる まで 乾燥して 残留 物の 量 を 求め， 次 
の 式に よって ゴム 質の 百分率 を 算出す る。 

残留 物 (g) 



ゴム 質 (o/o)= 



-XlOO 



6,8 の 採取 試料 (g) 

参考 滴定量と ウル シ オール ％ 又は ラッ コール ％ との 対照 表 精製 漆の 品位 は 滴定量で 表す。 滴定量 
の 1ml は ウル シ オール 又は ラッ コール 2.4150/0 に 相当す るから， 滴定量から ウル シ オール 又は ラ 
ッ コ一 ノレの ％ を 算出す る こ と がで き る。 表 4 は 滴定量 0.6〜3.8ml に 相当す る ウル シ オール 又は 
ラッ コールの ％ を 示した ものである。 

表 4 



滴定量 


ウル シォ一 ル 


滴定量 


ウル シ オール 


滴定量 


ウル シ オール 


ml 


又は 


ml 


又は 


ml 


又は 




ラッコ 一ノレ 




ラッコ 一ル 




ラッコ 一ル 




% 




% 




% 


0.6 


14 


1.7 


41 


2.8 


68 


0.7 


17 


1,8 


43 


2.9 


70 


0.8 


19 


1.9 


46 


3.0 


72 


0.9 


22 


2.0 


48 


3.1 


75 


1.0 


24 


2.1 


51 


3.2 


77 


1.1 


27 


2.2 


53 


3.3 


80 


1.2 


29 


2J 


56 


3.4 


82 


1.3 


31 


2.4 


58 


3.5 


85 


1.4 


34 


2.5 


60 


3.6 


87 


1.5 


36 


2.6 


63 


3.7 


89 


1.6 


39 


in 


65 


3.8 


91 



